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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　白色照明光を出射する第１の光源部と、
　前記白色照明光より狭い波長帯域の狭帯域光を出射する第２の光源部と、
　複数色の検出画素を有する撮像素子により被観察領域を撮像する撮像部と、
　制御手段と、
を具備する内視鏡装置の作動方法であって、
　前記制御手段が、
　前記被観察領域からの前記白色照明光による戻り光成分と前記狭帯域光による戻り光成
分とを共に含む撮像画像信号を前記撮像部から出力させ、
　前記撮像画像信号から、前記狭帯域光による戻り光成分を選択的に抽出し、該抽出した
狭帯域光による戻り光成分の輝度レベルに応じて、前記第２の光源部の出射光量を増減制
御する、
各動作を行う内視鏡装置の作動方法。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡装置の作動方法であって、
　前記第２の光源部から出射される狭帯域光の中心波長が、３６０～４７０ｎｍの範囲に
含まれる内視鏡装置の作動方法。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２記載の内視鏡装置の作動方法であって、
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　前記制御手段が、
　前記撮像画像信号に基づいて、複数の基準色毎の撮像画像を生成し、
　前記生成した複数の撮像画像のうち、前記第２の光源部からの狭帯域光による戻り光成
分を最も多く含む第１の撮像画像と、該第１の撮像画像とは異なる基準色の第２の撮像画
像とを、それぞれに共通する複数の画像エリアに分割し、
　前記第１の撮像画像と前記第２の撮像画像の前記各画像エリアに対して、各画像エリア
内における輝度値を積算した輝度積算値をそれぞれ求め、
　互いに同じ画像位置の関係にある前記画像エリア同士で、前記第１の撮像画像の輝度積
算値と、前記第２の撮像画像の輝度積算値との比率を求め、該比率が予め定めた閾値以上
となる画像エリアを特徴画像エリアとして抽出し、
　前記抽出した第１の撮像画像の特徴画像エリアに対する輝度レベルを前記戻り光成分の
輝度レベルとして、前記第２の光源部の出射光量を増減制御する、
各動作を行う内視鏡装置の作動方法。
【請求項４】
　請求項１又は請求項２記載の内視鏡装置の作動方法であって、
　前記制御手段が、
　前記撮像画像信号に基づいて、複数の基準色毎の撮像画像を生成し、
　前記生成した複数の撮像画像のうち、前記第２の光源部からの狭帯域光による戻り光成
分を最も多く含む第１の撮像画像と該第１の撮像画像とは異なる基準色の第２の撮像画像
とを、それぞれに共通する複数の画像エリアに分割し、
　互いに同じ画像位置の関係にある画素同士で、前記第１の撮像画像の輝度値と、前記第
２の撮像画像の輝度値との比率を求め、該比率が予め定めた比率以上となる画素を特徴画
素として抽出し、
　前記抽出した特徴画素の数を前記画像エリア毎にそれぞれ求め、
　前記特徴画素の数が予め定めた閾値以上となる画像エリアを特徴画像エリアとして抽出
し、
　前記抽出した第１の撮像画像の特徴画像エリアに対する輝度レベルを前記戻り光成分の
輝度レベルとして、前記第２の光源部の出射光量を増減制御する、
各動作を行う内視鏡装置の作動方法。
【請求項５】
　請求項３又は請求項４記載の内視鏡装置の作動方法であって、
　前記撮像素子が検出する各検出色の光成分は、青色、緑色、赤色を含む原色系の光成分
であり、
　前記第１の撮像画像の基準色が青色、前記第２の撮像画像の基準色が緑色である内視鏡
装置の作動方法。
【請求項６】
　請求項３又は請求項４記載の内視鏡装置の作動方法であって、
　前記撮像素子が検出する各検出色の光成分は、マゼンタ、シアン、イエロを含む補色系
の光成分であり、
　前記制御手段が、前記各検出色の光成分を青色、緑色、赤色の原色系の光成分に変換し
、
　前記第１の撮像画像の基準色が前記変換された青色、前記第２の撮像画像の基準色が前
記変換された緑色である内視鏡装置の作動方法。
【請求項７】
　請求項１～請求項６のいずれか１項記載の内視鏡装置の作動方法であって、
　前記第２の光源部の出射光量を増減制御した後に、前記白色照明光と前記狭帯域光によ
る前記被観察領域からの戻り光成分が、予め定めた輝度目標値を超える場合に、前記制御
手段が、前記第１の光源部と前記第２の光源部の出射光量を共に下げる内視鏡装置の作動
方法。
【請求項８】
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　前記制御手段が、請求項１～請求項７のいずれか１項記載の内視鏡装置の作動方法にお
ける前記制御手段による前記各動作を行う特殊光観察モードと、
　前記制御手段が、前記第１の光源部と前記第２の光源部の出射光量を、それぞれ同じ比
率で増減制御する通常観察モードと、
を、観察モードを切り替えるモード変更部からの切り替え信号に応じて前記制御手段が切
り替える内視鏡装置の作動方法。
【請求項９】
　白色照明光を出射する第１の光源部と、
　前記白色照明光より狭い波長帯域の狭帯域光を出射する第２の光源部と、
　複数色の検出画素を有する撮像素子を有して撮像画像信号を出力する撮像部と、
を具備する内視鏡装置であって、
　請求項１～請求項８のいずれか１項記載の内視鏡装置の作動方法における前記制御手段
を備えた内視鏡装置。
【請求項１０】
　請求項９記載の内視鏡装置であって、
　前記第１の光源部が、蛍光体と、該蛍光体の励起光を出射する半導体発光素子と、を備
えた内視鏡装置。
【請求項１１】
　請求項９記載の内視鏡装置であって、
　前記第１の光源部が、キセノン光源又はハロゲン光源からの光を出射するものである内
視鏡装置。
【請求項１２】
　請求項９～請求項１１のいずれか１項記載の内視鏡装置であって、
　前記第２の光源部が、半導体発光素子からなる内視鏡装置。
【請求項１３】
　請求項９～請求項１１のいずれか１項記載の内視鏡装置であって、
　前記第２の光源部が、白色光源からの光を、所定の狭帯域波長成分のみ透過させる狭帯
域透過フィルタを通して前記狭帯域光を生成し、該生成された狭帯域光を出射する内視鏡
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置の制御方法及び内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、特定の狭い波長帯の狭帯域光を生体の粘膜組織に照射し、生体組織の所望の深さ
の組織情報を得る、所謂、特殊光観察を行える内視鏡装置が活用されている（特許文献１
参照）。この種の内視鏡装置は、例えば粘膜層或いは粘膜下層に発生する新生血管の微細
構造、病変部の強調等、通常の観察像では得られない生体情報を簡単に可視化できる。例
えば、観察対象が癌病変部である場合、青色の狭帯域光を粘膜組織に照射すると組織表層
の微細血管や微細構造の状態がより詳細に観察できるため、病変部をより正確に診断する
ことができる。
【０００３】
　しかし、特殊光観察では、狭帯域光を生体組織に照射したときの撮像画像により観察す
るため、近景での観察時に狭帯域光の照度を適正に調整しても、画角の広い遠景の観察時
には表層血管を観察するに十分な照度が得られない。そのため、観察対象や観察位置等の
観察条件を変更する度、撮像部や表示部のゲイン調整を行って適正な輝度レベルにして観
察するようにしている。また、上記特許文献１の内視鏡装置においては、白色光源からの
光をカラーフィルタによって時分割で切り替え、異なる波長帯の光（Ｒ光，Ｇ光，Ｂ光）
を面順次に発光させて撮像している。このため、フルカラーの観察画像をリアルタイムで
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得るためには、複数フレーム（Ｒフレーム，Ｇフレーム，Ｂフレーム）の撮像画像を合成
する必要があり、観察画像のフレームレートを上げにくい構成になっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－３４８９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、内視鏡により特殊光観察を行う際に、観察対象や観察位置等の観察条件を変
化させても、常に適正な輝度レベルの狭帯域光による観察画像を生成し、狭帯域光により
得られる生体情報を明瞭に観察することができる内視鏡装置の制御方法及び内視鏡装置を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は下記構成からなる。
（１）　白色照明光を出射する第１の光源部と、
　前記白色照明光より狭い波長帯域の狭帯域光を出射する第２の光源部と、
　複数色の検出画素を有する撮像素子により被観察領域を撮像する撮像部と、
　制御手段と、
を具備する内視鏡装置の作動方法であって、
　前記制御手段が、
　前記被観察領域からの前記白色照明光による戻り光成分と前記狭帯域光による戻り光成
分とを共に含む撮像画像信号を前記撮像部から出力させ、
　前記制御手段が、前記撮像画像信号から、前記狭帯域光による戻り光成分を選択的に抽
出し、該抽出した狭帯域光による戻り光成分の輝度レベルに応じて、前記第２の光源部の
出射光量を増減制御する、
各動作を行う内視鏡装置の作動方法。
（２）　白色照明光を出射する第１の光源部と、
　前記白色照明光より狭い波長帯域の狭帯域光を出射する第２の光源部と、
　複数色の検出画素を有する撮像素子を有して撮像画像信号を出力する撮像部と、
を具備する内視鏡装置であって、
　（１）記載の内視鏡装置の作動方法における前記制御手段を備えた内視鏡装置。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る内視鏡装置の制御方法によれば、内視鏡により特殊光観察を行う際に、観
察対象や観察位置等の観察条件を変化させても、常に適正な輝度レベルの狭帯域光による
観察画像を生成し、狭帯域光により得られる生体情報を明瞭に観察することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施形態を説明するための図で、内視鏡装置の概念的なブロック構成図
である。
【図２】図１に示す内視鏡装置の一例としての外観図である。
【図３】紫色レーザ光源からの紫色レーザ光と、青色レーザ光源からの青色レーザ光及び
青色レーザ光が蛍光体により波長変換された発光スペクトルとを示すグラフである。
【図４】生体組織の粘膜表層の血管を模式的に表した説明図である。
【図５】内視鏡装置による観察画像の概略的な表示例で、白色光観察画像と狭帯域光観察
画像を示す説明図である。
【図６】白色照明用光源と特殊光光源により照明して撮像したときの画像信号の輝度レベ
ルを制御する手順を示すフローチャートである。
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【図７】図７（Ａ）は撮像した画像データの例を示す説明図、図７（Ｂ）は画像エリアに
分割した様子を示す説明図、図７（Ｃ）は画面位置に応じた重み付け処理の説明図、図７
（Ｄ）は重み付け処理した補正画像データを示す説明図である。
【図８】図８（Ａ）は画像データから抽出した特徴画像エリアを示す説明図、図８（Ｂ）
は強調画像データを示す説明図、図８（Ｃ）は輝度レベルを調整した後の撮像画像を示す
説明図、図８（Ｄ）は輝度目標値に調整された画像を示す説明図である。
【図９】白色照明用光源と特殊光光源及び蛍光体とによる照明光の発光スペクトルの他の
例を示すグラフである。
【図１０】図６のＳ６とＳ７の代替え手順を示すフローチャートである。
【図１１】白色光源を変更した他の内視鏡装置の概略的な構成図である。
【図１２】白色光源とレーザ光源を用いた他の内視鏡装置の概略的な構成図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。
　図１は本発明の実施形態を説明するための図で、内視鏡装置の概念的なブロック構成図
、図２は図１に示す内視鏡装置の一例としての外観図である。
　図１、図２に示すように、内視鏡装置１００は、内視鏡１１と、この内視鏡１１が接続
される制御装置１３と、制御装置１３に接続され画像情報等を表示する表示部１５と、入
力操作を受け付ける入力部１７とを有する。内視鏡１１は、被検体内に挿入される内視鏡
挿入部１９の先端から照明光を出射する照明光学系と、複数色の検出画素を有して被観察
領域を撮像する撮像素子２１（図１参照）を含む撮像光学系とを有する、電子内視鏡であ
る。
【００１０】
　内視鏡１１は、内視鏡挿入部１９と、内視鏡挿入部１９の先端の湾曲操作や観察のため
の操作を行う操作部２３（図２参照）と、内視鏡１１を制御装置１３に着脱自在に接続す
るコネクタ部２５Ａ，２５Ｂを備える。なお、図示はしないが、操作部２３及び内視鏡挿
入部１９の内部には、組織採取用処置具等を挿入する鉗子チャンネルや、送気・送水用の
チャンネル等、各種のチャンネルが設けられる。
【００１１】
　内視鏡挿入部１９は、可撓性を持つ軟性部３１と、湾曲部３３と、先端部（以降、内視
鏡先端部とも呼称する）３５から構成される。内視鏡先端部３５には、図１に示すように
、被観察領域へ光を照射する照射口３７Ａ，３７Ｂと、被観察領域の画像情報を取得する
ＣＣＤ(Charge Coupled Device）型イメージセンサやＣＭＯＳ(Complementary Metal-Oxi
de Semiconductor）型イメージセンサ等の撮像素子２１が配置されている。また、撮像素
子２１の受光面には対物レンズユニット３９が配置される。ＣＣＤ型イメージセンサを用
いる場合には、グローバルシャッタ方式であるために、画像歪みの少ない低ノイズの撮像
画像が得られる。
【００１２】
　湾曲部３３は、軟性部３１と先端部３５との間に設けられ、図２に示す操作部２３に配
置されたアングルノブ２２の回動操作により湾曲自在にされている。この湾曲部３３は、
内視鏡１１が使用される被検体の部位等に応じて、任意の方向、任意の角度に湾曲でき、
内視鏡先端部３５の照射口３７Ａ，３７Ｂ及び撮像素子２１の観察方向を、所望の観察部
位に向けることができる。また、図示は省略するが、内視鏡挿入部１９の照射口３７Ａ，
３７Ｂには、カバーガラスやレンズが配置される。
【００１３】
　制御装置１３は、内視鏡先端部３５の照射口３７Ａ，３７Ｂに供給する照明光を発生す
る光源装置４１と、撮像素子２１からの撮像画像信号を画像処理するプロセッサ４３とを
備え、コネクタ部２５Ａ，２５Ｂを介して内視鏡１１に接続される。また、プロセッサ４
３には、前述の表示部１５と入力部１７が接続されている。プロセッサ４３は、内視鏡１
１の操作部２３や入力部１７からの指示に基づいて、内視鏡１１から伝送されてくる撮像
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画像信号を画像処理し、表示用画像を生成して表示部１５へ供給する。
【００１４】
　光源装置４１は、中心波長４４５ｎｍの青色レーザ光源（白色照明用光源）４５と、中
心波長４０５ｎｍの紫色レーザ光源（特殊光光源）４７とを発光源として備えている。こ
れら各光源４５，４７の半導体発光素子からの発光は、光源制御部４９により個別に制御
されており、青色レーザ光源４５の出射光と、紫色レーザ光源４７の出射光の光量比は変
更自在になっている。
【００１５】
　青色レーザ光源４５及び紫色レーザ光源４７は、ブロードエリア型のＩｎＧａＮ系レー
ザダイオードが利用でき、また、ＩｎＧａＮＡｓ系レーザダイオードやＧａＮＡｓ系レー
ザダイオードを用いることもできる。また、上記光源として、発光ダイオード等の発光体
を用いた構成としてもよい。
【００１６】
　これら各光源４５，４７から出射されるレーザ光は、集光レンズ（図示略）によりそれ
ぞれ光ファイバに入力され、合波器であるコンバイナ５１と、分波器であるカプラ５３を
介してコネクタ部２５Ａに伝送される。なお、これに限らず、コンバイナ５１とカプラ５
３を用いずに各光源４５，４７からのレーザ光を直接コネクタ部２５Ａに送出する構成で
あってもよい。
【００１７】
　中心波長４４５ｎｍの青色レーザ光、及び中心波長４０５ｎｍの紫色レーザ光が合波さ
れ、コネクタ部２５Ａまで伝送されたレーザ光は、光ファイバ５５Ａ，５５Ｂによって、
それぞれ内視鏡１１の内視鏡先端部３５まで伝搬される。そして、青色レーザ光は、内視
鏡先端部３５の光ファイバ５５Ａ，５５Ｂの光出射端に配置された波長変換部材である蛍
光体５７を励起して蛍光を発光させる。また、一部の青色レーザ光は、そのまま蛍光体５
７を透過する。紫色レーザ光は、蛍光体５７を励起させることなく透過して、狭帯域波長
の照明光となる。
【００１８】
　光ファイバ５５Ａ，５５Ｂは、マルチモードファイバであり、一例として、コア径１０
５μｍ、クラッド径１２５μｍ、外皮となる保護層を含めた径がφ０．３～０．５ｍｍの
細径なファイバケーブルを使用できる。
【００１９】
　蛍光体５７は、青色レーザ光の一部を吸収して緑色～黄色に励起発光する複数種の蛍光
体（例えばＹＡＧ系蛍光体、或いはＢＡＭ（ＢａＭｇＡｌ10Ｏ17）等の蛍光体）を含んで
構成される。これにより、青色レーザ光を励起光とする緑色～黄色の励起光と、蛍光体５
７により吸収されず透過した青色レーザ光とが合わされて、白色（疑似白色）の照明光と
なる。本構成例のように、半導体発光素子を励起光源として用いれば、高い発光効率で高
強度の白色光が得られ、白色光の強度を容易に調整できる上に、白色光の色温度、色度の
変化を小さく抑えることができる。
【００２０】
　上記の蛍光体５７は、レーザ光の可干渉性により生じるスペックルに起因して、撮像の
障害となるノイズの重畳や、動画像表示を行う際のちらつきの発生を防止できる。また、
蛍光体５７は、蛍光体を構成する蛍光物質と、充填剤となる固定・固化用樹脂との屈折率
差を考慮して、蛍光物質そのものと充填剤に対する粒径を、赤外域の光に対して吸収が小
さく、かつ散乱が大きい材料で構成することが好ましい。これにより、赤色や赤外域の光
に対して光強度を落とすことなく散乱効果が高められ、光学的損失が小さくなる。
【００２１】
　図３は、紫色レーザ光源４７からの紫色レーザ光と、青色レーザ光源４５からの青色レ
ーザ光及び青色レーザ光が蛍光体５７により波長変換された発光スペクトルとを示すグラ
フである。紫色レーザ光は、中心波長４０５ｎｍの輝線（プロファイルＡ）で表される。
また、青色レーザ光は、中心波長４４５ｎｍの輝線で表され、青色レーザ光による蛍光体
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５７からの励起発光光は、概ね４５０ｎｍ～７００ｎｍの波長帯域で発光強度が増大する
分光強度分布となる。この励起発光光と青色レーザ光によるプロファイルＢによって、前
述した白色光が形成される。
【００２２】
　ここで、本明細書でいう白色光とは、厳密に可視光の全ての波長成分を含むものに限ら
ず、例えば、基準色であるＲ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）等、特定の波長帯の光を含むも
のであればよく、例えば、緑色から赤色にかけての波長成分を含む光や、青色から緑色に
かけての波長成分を含む光等も広義に含むものとする。
【００２３】
　この内視鏡装置１００では、プロファイルＡとプロファイルＢとの発光強度を光源制御
部４９により相対的に増減制御して、任意の輝度バランスの照明光を生成することもでき
る。
【００２４】
　再び図１に戻り説明する。上記のように青色レーザ光と蛍光体５７からの励起発光光に
よる白色光、及び紫色レーザ光による狭帯域光からなる照明光は、内視鏡１１の先端部３
５から被検体の被観察領域に向けて照射される。そして、照明光が照射された被観察領域
の様子を対物レンズユニット３９により撮像素子２１の受光面上に結像させて撮像する。
【００２５】
　撮像後に撮像素子２１から出力される撮像画像信号は、スコープケーブル６３を通じて
Ａ／Ｄ変換器６５に伝送されてデジタル信号に変換され、コネクタ部２５ｂを介してプロ
セッサ４３の画像処理部６７に入力される。画像処理部６７は、詳細は後述するが、入力
されたデジタル画像信号を画像データに変換して、画像解析部６９、光量制御信号生成部
７１と協働して所望の出力用画像情報と光源制御部４９への制御信号を制御部７３に出力
する。
【００２６】
　制御部７３に入力された出力用画像情報は、内視鏡観察画像として表示部１５に表示さ
れ、必要に応じて、メモリやストレージ装置からなる記憶部７５に記憶される。また、内
視鏡１１には詳細を後述するモード変更ボタン７７が配置され、モード変更ボタン７７か
らの切り替え信号が制御部７３に入力されるようになっている。
【００２７】
　図４に生体組織の粘膜表層の血管を模式的に表した説明図を示した。生体組織の粘膜表
層は、粘膜深層の血管Ｂ１から樹脂状血管網等の毛細血管Ｂ２が粘膜表層までの間に形成
され、生体組織の病変はその毛細血管Ｂ２等の微細構造に現れることが報告されている。
そこで、内視鏡診察においては、青色乃至紫色の可視短波長の狭帯域光を用いて、粘膜表
層の毛細血管を画像強調して観察し、微小病変の早期発見や、病変範囲の診断が試みられ
ている。
【００２８】
　生体組織に照明光が入射されると、入射光は生体組織内を拡散的に伝播するが、生体組
織の吸収・散乱特性は波長依存性を有しており、短波長ほど散乱特性が強くなる傾向があ
る。つまり、照明光の波長によって光の深達度が変化して、照明光が４００ｎｍ付近の波
長域λａでは粘膜表層の毛細血管からの血管情報が得られ、波長５００ｎｍ付近の波長域
λｂでは、更に深層の血管を含む血管情報が得られるようになる。そのため、生体組織の
血管観察には、中心波長３６０～８００ｎｍ、好ましくは３６５～５１５ｎｍの光源が用
いられ、特に表層血管の観察には、中心波長３６０～４７０ｎｍ、好ましくは３６０～４
５０ｎｍの光源が用いられる。
【００２９】
　図５に内視鏡装置による観察画像の概略的な表示例を示した。照明光を白色光とした場
合の白色光観察画像では、比較的粘膜深層の血管像が得られるとともに画像全体の輝度を
高めやすい。一方、可視短波長成分を多く含む狭帯域光を照明光とした場合の狭帯域光観
察画像では、粘膜表層の微細な毛細血管が鮮明に見えるようになる。
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【００３０】
　これらの白色光による観察画像と狭帯域光による観察画像とを画像合成すると、画像全
体で十分な輝度を確保でき、しかも、生体組織の粘膜表層の微細血管が強調された患部の
診断がしやすい観察画像が得られる。そこで、本構成の内視鏡装置１００においては、内
視鏡先端部３５から、図３に示すプロファイルＡの狭帯域光とプロファイルＢの白色光と
を、それぞれ独立して出射光量を連続的に制御可能な構成とし、撮像素子２１による撮像
フレームの１フレームに双方の照明光による光成分が共に含まれるように光量制御してい
る。つまり、白色光と狭帯域光とを任意の出射光量比で共に照射した被観察領域を撮像し
た撮像画像が観察画像となる。
【００３１】
　白色光と狭帯域光とを独立して光量制御することで、狭帯域光による撮像情報のみを観
察画像中で強調、又はぼかすことができ、狭帯域光による観察画像が白色光による観察画
像によって隠されることなく、双方の観察画像が適切に合成された観察画像を生成できる
。これにより、白色照明で観察部位の周囲全体を明るく照明しつつ、狭帯域光により表層
血管を強調して、微細血管構造の観察を容易に行える、内視鏡診断に適した観察画像を取
得できる。
【００３２】
　次に、上記のように狭帯域光に白色光を加えた照明光で撮像する場合に、撮像画像全体
の平均輝度、及び狭帯域光による像と白色光による像との混合バランスを適正に保つため
、白色照明用光源である青色レーザ光源４５と特殊光光源である紫色レーザ光源４７の出
射光量比を制御する手順を図６のフローチャートに基づいて説明する。
【００３３】
　まず、図１に示す青色レーザ光源４５と紫色レーザ光源４７を共に点灯させ、被観察領
域に狭帯域光と白色光を照射した状態で、撮像素子２１により被観察領域を撮像する。こ
れにより得られる撮像画像信号を画像処理部６７に入力して、図７（Ａ）に示すような所
定の階調表現幅の各撮像画像（Ｒ，Ｇ，Ｂ）を取得する（Ｓ１）。これらの各撮像画像（
Ｒ，Ｇ，Ｂ）は、同じ撮像タイミングで得た画像情報となる。
【００３４】
　撮像素子２１が原色系の撮像素子である場合には、検出色であるＲ，Ｇ，Ｂの検出レベ
ルを基準色（Ｒ，Ｇ，Ｂ）の輝度値として扱うが、補色系の撮像素子である場合には、検
出色となるＣ：シアン、Ｍ：マゼンタ、Ｙ：イエロの３色、又はＣ，Ｍ，Ｙ，Ｇの４色の
検出レベルを演算処理して、Ｒ，Ｇ，Ｂの基準色の輝度値に変換する。
【００３５】
　なお、ＣＭＹ又はＣＭＹＧからＲＧＢへの変換は、画像処理部６７により、所定の演算
式、或いはテーブルに基づいて行われる。即ち、Ａ／Ｄ変換後の撮像画像（Ｃ，Ｍ，Ｙ）
又は（Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｇ）を、各基準色の撮像画像（Ｒ，Ｇ，Ｂ）の信号に変換する。これ
ら各基準色の撮像画像（Ｒ，Ｇ，Ｂ）のうち、最短波長の青色成分には、中心波長４０５
ｎｍの狭帯域光により得られる表層血管Ｂ２の情報（図４参照）が含まれる。
【００３６】
　画像処理部６７は、各基準色の撮像画像（Ｒ，Ｇ，Ｂ）を、図７（Ｂ）に示すように、
任意の数の画像エリアＭｉｊに分割する（Ｓ２）。図示例では各撮像画像（Ｒ，Ｇ，Ｂ）
に共通する４×４の合計１６の画像エリア（Ｍｉｊ：ｉ＝０～３、ｊ＝０～３）としてい
る。なお、このときの画像エリアの分割数は任意であってよい。
【００３７】
　次に、画像解析部６９は、これら分割された各撮像画像（Ｒ，Ｇ，Ｂ）に対して、画像
エリアＭｉｊ毎に重み付け処理して補正画像データ（Ｒｃ，Ｇｃ，Ｂｃ）を求める（Ｓ３
）。重み付け処理とは、図７（Ｃ）に示すように撮像画像（Ｒ，Ｇ，Ｂ）の各画面中央の
画像エリアＰＡを各画面周囲の画像エリアＰＢより強調する処理で、特に注視される画面
中央に映出された観察対象を強調する処理である。各撮像画像の輝度値は、補正マトリク
スによるマトリクス演算によって補正される。撮像画像（Ｒ，Ｇ，Ｂ）の画面中央を重み
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付け処理した補正画像データ（Ｒｃ，Ｇｃ，Ｂｃ）は、図７（Ｄ）に示すように、主要な
観察対象とした組織表層の毛細血管Ｂ２の情報が強調される。
【００３８】
　次に、画像解析部６９は、補正画像データ（Ｒｃ，Ｇｃ，Ｂｃ）の画像全体に対する明
るさを表す輝度基準値Ａを算出する（Ｓ４）。輝度基準値Ａは、例えば（１）式のように
、補正画像データ（Ｒｃ，Ｇｃ，Ｂｃ）の各画素の輝度値を全画素（Ｎ画素）に対して平
均することで得られる指標である。
【００３９】
【数１】

　・・・（１）
【００４０】
　そして、制御部７３は、補正画像データ（Ｒｃ，Ｇｃ，Ｂｃ）から求めた輝度基準値Ａ
が予め定めた輝度目標値ＴＬ１に近づくように、白色照明光の光量を変更する（Ｓ５）。
即ち、画像処理部６７は、画像解析部６９が求めた輝度基準値Ａと、予め記憶部７５に記
憶されている輝度目標値ＴＬとを比較して、輝度基準値Ａが輝度目標値ＴＬに近づくよう
に、光量制御信号生成部７１に青色レーザ光源４７の出射光量を増減制御する制御信号を
生成させる。
【００４１】
　生成した制御信号は、制御部７３を通じて光源制御部４９に送られて、光源制御部４９
は入力された制御信号により青色レーザ光源４７の出射光量を制御する。これにより、白
色照明光の光量は、輝度基準値Ａが輝度目標値Ｉより小さい場合に増加制御され、輝度基
準値Ａが輝度目標値Ｉを超える場合には減少制御される。
【００４２】
　次に、画像処理部６７は、前述のＳ１で取得した撮像画像（Ｇ，Ｂ）に対して、分割し
た各画像エリアＭij内の各画素の輝度積算値ＧＳｉｊ，ＢＳｉｊを求める（Ｓ６）。つま
り、撮像画像（Ｇ，Ｂ）に対する合計１６個の画像エリアＭｉｊのそれぞれに対して、輝
度積算値ＧＳｉｊ，ＢＳｉｊを求める。
【００４３】
　そして、互いに同じ画像位置の関係にある画像エリアＭｉｊ同士で、輝度積算値ＧＳｉ

ｊ，ＢＳｉｊの比である輝度比αを（２）式により求め、輝度比αが予め定めた閾値であ
る基準輝度比αｃより大きい画像エリアを特徴画像エリアＭＣ（ｋ）として抽出する（Ｓ
７）。
【００４４】

【数２】

　・・・（２）
【００４５】
　図８（Ａ）に撮像画像（Ｂ，Ｇ）から抽出した特徴画像エリアＭＣ（ｋ）を示した（例
示的に３つのエリア：ｋ＝１，２，３）。
【００４６】
　次に、特に中心波長４０５ｎｍの狭帯域光により強調された組織表層の毛細血管Ｂ２の
情報を多く含む撮像画像（Ｂ）に対して、抽出した特徴画像エリアＭＣ（ｋ）の各画素を
重み付け処理により強調して、図８（Ｂ）に示すように青色の強調画像データ（Ｂｅ）を
求める（Ｓ８）。強調画像データ（Ｂｅ）は、特徴画像エリアＭＣ（ｋ）のみ強調された
画像であり、図示例では、特に毛細血管Ｂ２が映出された部分の画像が他の画像エリアよ
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りも輝度が高くなるように強調される。
【００４７】
　そして、強調画像データ（Ｂｅ）の画面全体に対する輝度積算値ＢｅＳを（３）式によ
り求める（Ｓ９）。
【００４８】
【数３】

　・・・（３）
【００４９】
　ここで、制御部７３は、得られた輝度積算値ＢｅＳが、予め定めた特徴画像輝度目標値
ＴＬｃに近づくように、紫色レーザ光源４７の出射光量を増減制御する制御信号を光量制
御信号生成部７１で生成し、この制御信号を制御部７３を通じて光源制御部４９に入力す
る。すると、光源制御部４９は、輝度積算値ＢｅＳが特徴画像輝度目標値ＴＬｃより低い
場合に、紫色レーザ光源４７の出射光量を増加制御し、輝度積算値ＢｅＳが特徴画像輝度
目標値ＴＬｃを超える場合に、紫色レーザ光源４７の出射光量を減少制御する（Ｓ１０）
。
【００５０】
　上記の紫色レーザ光源４７の出射光量を調整した後、再度、撮像素子２１により撮像画
像信号を取得して各撮像画像（Ｒａ，Ｇａ，Ｂａ）を生成する（Ｓ１１）。そして、撮像
画像（Ｒａ，Ｇａ，Ｂａ）の輝度基準値Ａを前述の画像エリア毎の重み付け処理と（１）
式により求める。このときの撮像画像（Ｒａ，Ｇａ，Ｂａ）の例を図８（Ｃ）に示した。
出射光量の調整の結果、撮像画像の輝度レベルが最大階調表現幅を超える等、輝度基準値
Ａが輝度目標値ＴＬを超える場合には、これを補正する必要がある。そこで、基準輝度値
Ａが輝度目標値ＴＬを超えた場合、青色レーザ光源４５と紫色レーザ光源４７の出射光量
を同じ比率で下げ、輝度目標値ＴＬになるように調整する（Ｓ１２）。
【００５１】
　これにより、図８（Ｄ）に示すように、画面全体にわたり、白色光による画像情報と、
所望の輝度レベルに制御された狭帯域光による画像情報とを、共に適正な輝度レベルとし
た観察画像が得られる。
【００５２】
　以上のように、狭帯域光と白色光とを同時に出射させて撮像することで、白色光により
観察画像の輝度を確保しながら、狭帯域光による表層血管等の強調表示が可能となる。つ
まり、通常観察用の白色照明用光源と、特殊光観察用の特殊光光源とを共に光出射させて
撮像し、得られる観察画像を、狭帯域光で観察したい対象（表層血管・腺管等）を最適な
輝度レベルとしながら、観察画像の全体にわたって輝度値が飽和しない、即ち、最大階調
表現幅を超えない画像にできる。これにより、観察対象を常に適正な輝度レベルで映出で
き、特に狭帯域光により強調される観察部位も白色光によって隠れることなく、明瞭に映
出させることができる。よって、病巣部の早期発見に寄与できる内視鏡観察画像を、術者
の調整操作を伴うことなく、簡単に得ることができる。
【００５３】
　そして、この観察画像によれば、白色照明光で観察部位全体の構造を見ながら、狭帯域
光により強調される組織表層の詳細な構造をリアルタイムで同時に観察できる。そのため
、高フレームレートで観察対象の動きに対する追従性を高め、例えば、微細血管の密度が
正常部と比較して増えている癌病変部に対して、表層の微細血管や微細構造の状態を、病
変部位周囲と対比しながら迅速、かつ的確に診断できる。
【００５４】
　なお、青色レーザ光源４５と紫色レーザ光源４７は、それぞれ同時点灯させて撮像する
以外にも、撮像素子の１フレーム内の受光期間内で交互に点灯させることであってもよい
。その場合、省電力化や発熱の抑制に寄与できる。
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【００５５】
　また、上記の撮像画像信号の輝度レベル制御は、モード変更ボタン７７（図１参照）の
押下によりＯＮ／ＯＦＦでき、ＯＮの場合は特殊光観察モードとなって、前述の白色光照
明と狭帯域光との良好な同時観察が可能となり、ＯＦＦの場合は通常観察モードとなり、
紫色レーザ光源４７の出射光量を、青色レーザ光源４５の出射光量と同じ比率で変更する
制御モードにできる。このように、特殊光観察モードと、通常観察モードとを選択的に切
り替え自在にすることで、内視鏡の使い勝手を向上できる。
【００５６】
　更に、狭帯域光による観察対象は、生体組織表層の毛細血管や粘膜微細模様の他、生体
組織からの自家蛍光、薬剤蛍光であってもよく、被観察領域からの戻り光の強度を診断に
適した状態に適宜変更することができる。
【００５７】
　図９に白色照明用光源と特殊光光源及び蛍光体とによる照明光の発光スペクトルの他の
例を示した。同図に示すように、蛍光体の種類によっては、波長４４５ｎｍの青色レーザ
光によって蛍光体が励起されることに加えて、波長４０５ｎｍの紫色レーザ光によっても
蛍光体が励起される。この場合、波長４０５ｎｍの紫色レーザ光の光量を増加させたとき
、観察画像全体が青みがかることを、紫色レーザ光による蛍光体の励起光によって緩和で
き、白色照明の色バランスの変化を抑制することができる。なお、紫色レーザ光による蛍
光体の励起発光量は、青色レーザ光による励起発光量に比較して、数分の一（少なくとも
１／３、望ましくは１／５、更に望ましくは１／１０以下）に設定する。この程度に紫色
レーザ光による蛍光体の励起発光を抑えることで、白色照明の色温度を適正に維持しつつ
、特殊光観察が行える。
【００５８】
　なお、前述の特徴画像エリアＭＣ（ｋ）の抽出方法は、次のようにして行うこともでき
る。
　即ち、上記の特徴画像エリアＭＣ（ｋ）は、撮像画像（Ｂ，Ｇ）の分割した画像エリア
単位でＢ，Ｇの輝度値を比較して抽出していたが、各撮像画像の画素単位でＢ，Ｇの輝度
値を比較すると、より高精度に狭帯域光による強調対象を抽出できる。
　具体的には、図６のＳ６とＳ７の代替え手順を図１０のフローチャートに示すように、
中心波長４０５ｎｍの狭帯域光による反射光の情報を多く含む撮像画像（Ｂ）と、撮像画
像（Ｇ）に対し、同一画素位置における輝度値同士の比率を求めて、該比率が所定比率以
上となる特徴画素を抽出する（Ｓ６Ａ）。
【００５９】
　前述の図７（Ｂ）に示すように、撮像画像（Ｂ）と撮像画像（Ｇ）とを、それぞれに共
通する複数の画像エリアＭｉｊに分割し、抽出された特徴画素の数を画像エリアＭij毎に
それぞれ求める。そして、特徴画素の数が予め定めた閾値以上となる画像エリアを特徴画
像エリアＭＣ（ｋ）として抽出する（Ｓ７Ａ）。
【００６０】
　このように、同一画素位置の画素単位でＢ，Ｇの輝度値を比較することで、狭帯域光に
より得られる生体情報をより確実に抽出することができる。
【００６１】
　次に、内視鏡装置の他の構成例について説明する。
　図１１は白色光源を変更した他の内視鏡装置の概略的な構成図である。同図に示す構成
例においては、白色光源８１としてハロゲンランプ、キセノンランプ、或いは白色発光ダ
イオード等のブロードな波長帯の光を出射する光源を用い、光ファイバ束であるライトガ
イド８３を通じて内視鏡１１の先端部から白色照明光を照射する。特殊光光源４７からの
出射光は、前述同様に、コネクタ部２５Ａを介して、光ファイバ５５Ｂにより内視鏡１１
の先端部まで伝送される。そして、光ファイバ５５Ｂの光出射端に配置された光偏向・拡
散部材８５から狭帯域光として供される。なお、光偏向・拡散部材８５は、内視鏡１１の
先端部に配置される光照射窓で代用してもよい。
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【００６２】
　上記構成によれば、ブロードな分光特性を有する演色性の高い白色照明光を簡単な構成
で導入でき、しかも、内視鏡先端部の発熱を抑えた構成にできる。また、白色照明光と狭
帯域光とを完全に切り分けて照射できるため、狭帯域光を蛍光体を介さずに被観察領域に
出射できる。従って、蛍光体からの不要な発光をなくすことができ、光量制御を容易に行
える。
【００６３】
　図１２は特殊光光源の構成を変更した他の内視鏡装置の概略的な構成図である。同図に
おいては、白色照明光の光学系を省略して示しており、図１、又は図１１に示すいずれの
構成を用いることができる。本構成例の特殊光光源は、狭帯域光を出射する紫色レーザ光
源４７の代わりに、ハロゲンランプ、キセノンランプ、或いは白色発光ダイオード等のブ
ロードな波長帯の光を出射する白色光源４７Ａと、光学フィルタ１１１とから狭帯域光を
生成する。そして、光学フィルタ１１１からの透過光は、ライトガイド１１２の光入射端
に集光部材１１３により導入され、ライトガイド１１２によって内視鏡１１の先端部まで
導光される。
【００６４】
　光学フィルタ１１１は、入射された白色光から所定の狭帯域波長成分のみ透過させる狭
帯域透過フィルタであり、回転フィルタ板１１５の一部に形成されている。回転フィルタ
板１１５は、モータＭによる回転駆動により、白色光の光路途中に配置される光学フィル
タ１１１を変更できる。つまり、複数種の光学フィルタ１１１，１１７，１１９（図示例
の３種に限らず任意数であってよい）を切り替えて光路途中に配置することで、異なる種
類の狭帯域光を出射させることができる。
【００６５】
　上記構成によれば、白色光源から任意の狭帯域光を簡単に生成することができる。
【００６６】
　本発明は上記の実施形態に限定されるものではなく、明細書の記載、並びに周知の技術
に基づいて、当業者が変更、応用することも本発明の予定するところであり、保護を求め
る範囲に含まれる。
【００６７】
　以上の通り、本明細書には次の事項が開示されている。
（１） 白色照明光を出射する第１の光源部と、
　前記白色照明光より狭い波長帯域の狭帯域光を出射する第２の光源部と、
　複数色の検出画素を有する撮像素子により被観察領域を撮像する撮像部と、
を具備する内視鏡装置の制御方法であって、
　前記被観察領域からの前記白色照明光による戻り光成分と前記狭帯域光による戻り光成
分とを共に含む撮像画像信号を前記撮像部から出力させ、
　前記撮像画像信号から、前記狭帯域光による戻り光成分を選択的に抽出し、該抽出した
狭帯域光による戻り光成分の輝度レベルを前記第２の光源部の出射光量を増減制御して変
更する内視鏡装置の制御方法。
　この内視鏡装置の制御方法によれば、第１の光源部による白色照明光と、第２の光源部
による狭帯域光とを照明光として観察する際に、観察対象や観察位置等の観察条件を変化
させても、常に適正な輝度レベルの狭帯域光による観察情報が得られる。これにより、狭
帯域光により得られる情報が、白色照明光によって隠れることなく明瞭に観察されるよう
になる。
【００６８】
（２） （１）の内視鏡装置の制御方法であって、
　前記第２の光源部から出射される狭帯域光の中心波長が、３６０～４７０ｎｍの範囲に
含まれる内視鏡装置の制御方法。
　この内視鏡装置の制御方法によれば、第２の光源の中心波長が３６０～４７０ｎｍの範
囲であることで、特に生体組織表層の血管や微細構造の状態を表す画像情報が明瞭に検出
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できる。
【００６９】
（３） （１）又は（２）記載の内視鏡装置の制御方法であって、
　前記撮像画像信号に基づいて、複数の基準色毎の撮像画像を生成し、
　前記生成した複数の撮像画像のうち、前記第２の光源部からの狭帯域光による戻り光成
分を最も多く含む第１の撮像画像と、該第１の撮像画像とは異なる基準色の第２の撮像画
像とを、それぞれに共通する複数の画像エリアに分割し、
　前記第１の撮像画像と前記第２の撮像画像の前記各画像エリアに対して、各画像エリア
内における輝度値を積算した輝度積算値をそれぞれ求め、
　互いに同じ画像位置の関係にある前記画像エリア同士で、前記第１の撮像画像の輝度積
算値と、前記第２の撮像画像の輝度積算値との比率を求め、該比率が予め定めた閾値以上
となる画像エリアを特徴画像エリアとして抽出し、
　前記抽出した第１の撮像画像の特徴画像エリアに対する輝度レベルを前記戻り光成分の
輝度レベルとして、前記第２の光源部の出射光量を増減制御する内視鏡装置の制御方法。
　この内視鏡装置の制御方法によれば、撮像画像を分割した複数の画像エリアのうち、互
いに異なる基準色同士の輝度積算値の比率が予め定めた閾値以上となる特徴画像エリアに
対して、狭帯域光による戻り光成分が所望の輝度レベルになるよう、第２の光源部の出射
光量を増減制御する。これにより、狭帯域光により得られる生体情報が多く含まれる画像
エリアに対し、この生体情報を特に強調して観察することができる。
【００７０】
（４） （１）又は（２）の内視鏡装置の制御方法であって、
　前記撮像画像信号に基づいて、複数の基準色毎の撮像画像を生成し、
　前記第１の撮像画像と該第１の撮像画像とは異なる基準色の第２の撮像画像とを、それ
ぞれに共通する複数の画像エリアに分割し、
　互いに同じ画像位置の関係にある画素同士で、前記第１の撮像画像の輝度積算値と、前
記第２の撮像画像の輝度積算値との比率を求め、該比率が予め定めた比率以上となる画素
を特徴画素として抽出し、
　前記抽出した特徴画素の数を前記画像エリア毎にそれぞれ求め、
　前記特徴画素の数が予め定めた閾値以上となる画像エリアを特徴画像エリアとして抽出
し、
　前記抽出した第１撮像画像の特徴画像エリアに対する輝度レベルを前記戻り光成分の輝
度レベルとして、前記第２の光源部の出射光量を増減制御する内視鏡装置の制御方法。
　この内視鏡装置の制御方法によれば、同じ画素位置において互いに異なる基準色の輝度
値同士の比率が予め定めた比率以上となる特徴画素を抽出し、撮像画像を分割した複数の
画像エリアのうち、特徴画素の数が予め定めた閾値以上となる特徴画像エリアに対して、
狭帯域光の受光成分が所望の輝度レベルになるよう、第２の光源部の出射光量を増減制御
する。これにより、狭帯域光により得られる生体情報が多く含まれる画像エリアに対し、
この生体情報を特に強調して観察することができる。
【００７１】
（５） （３）又は（４）の内視鏡装置の制御方法であって、
　前記第２の光源部の出射光量を増減制御した後に、前記白色照明光と前記狭帯域光によ
る前記被観察領域からの戻り光成分が、予め定めた輝度目標値を超える場合に、前記第１
の光源部と前記第２の光源部の出射光量を共に下げる内視鏡装置の制御方法。
　この内視鏡装置の制御方法によれば、第２の光源部の出射光量を増減制御した後に、戻
り光成分の輝度レベルが輝度目標値を超える場合でも、第１の光源部と第２の光源部によ
る出射光のバランスを変更することなく適正な輝度レベルに補正できる。
【００７２】
（６） （３）～（５）のいずれか１つの内視鏡装置の制御方法であって、
　前記撮像素子が検出する各検出色の光成分は、青色、緑色、赤色を含む原色系の光成分
であり、
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　前記第１の撮像画像の基準色を青色、前記第２の撮像画像の基準色を緑色とする内視鏡
装置の制御方法。
　この内視鏡装置の制御方法によれば、原色系の基準色光の検出結果から、青色波長の狭
帯域光を照射して得られる生体情報をより明瞭に観察することができる。
【００７３】
（７） （３）～（５）のいずれか１つの内視鏡装置の制御方法であって、
　前記撮像素子が検出する各検出色の光成分は、マゼンタ、シアン、イエロを含む補色系
の光成分であり、
　前記各検出色の光成分を前記青色、緑色、赤色の原色系の光成分に変換し、
　前記第１の撮像画像の基準色を前記変換された青色、前記第２の撮像画像の基準色を前
記変換された緑色とする内視鏡装置の制御方法。
　この内視鏡装置の制御方法によれば、補色系の基準色光の検出結果から、青色波長の狭
帯域光を照射して得られる生体情報をより明瞭に観察することができる。
【００７４】
（８） （１）～（７）のいずれか１つの内視鏡装置の制御方法を実施する特殊光観察モ
ードと、
　前記複数の撮像画像に対して、それぞれ同じ比率で輝度レベルを増減制御する通常観察
モードと、
を切り替え自在にされた内視鏡装置の制御方法。
　この内視鏡装置の制御方法によれば、特殊光観察モードと、通常観察モードとが選択的
に切り替え自在になることで、内視鏡の使い勝手を向上できる。
【００７５】
（９） 白色照明光を出射する第１の光源部と、
　前記白色照明光より狭い波長帯域の狭帯域光を出射する第２の光源部と、
　複数色の検出画素を有する撮像素子を有して撮像画像信号を出力する撮像部と、
を具備する内視鏡装置であって、
(１)から（８）のいずれか１つに記載の内視鏡装置の制御方法に基づいて、前記第２の光
源部の出射光量を増減制御する制御手段を備えた内視鏡装置。
　この内視鏡装置によれば、狭帯域光に白色光を加えた照明光を用いて観察する際に、観
察対象や観察位置等の観察条件を変化させても、常に適正な輝度レベルの狭帯域光による
観察情報が得られる。これにより、狭帯域光により得られる情報が、白色照明光によって
隠れることなく明瞭に観察されるようになる。
【００７６】
（１０）　（９）の内視鏡装置であって、
　前記第１の光源部が、蛍光体と、該蛍光体の励起光を出射する半導体発光素子と、を備
えた内視鏡装置。
　この内視鏡装置によれば、白色照明光を半導体発光素子からの発光と、該発光による蛍
光体からの励起発光光により形成することで、高い発光効率で高強度の白色光が得られ、
しかも白色光の強度を容易に調整できる。また、半導体発光素子を用いることで、白色光
の色温度、色度の変化を小さく抑えることができる。
【００７７】
（１１）　（９）の内視鏡装置であって、
　前記第１の光源部が、キセノン光源又はハロゲン光源からの光を出射するものである内
視鏡装置。
　この内視鏡装置によれば、キセノン光源やハロゲン光源からブロードなスペクトルの白
色光が得られ、演色性を向上できる。
【００７８】
（１２）　（１２）～（１４）のいずれか１つの内視鏡装置であって、
　前記第２の光源部が、半導体発光素子からなる内視鏡装置。
　この内視鏡装置によれば、半導体発光素子を用いることで、高効率、高強度の狭帯域光
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を出射させることができる。
【００７９】
（１３）　（９）～（１１）のいずれか１つの内視鏡装置であって、　前記第２の光源部
が、キセノン光源又はハロゲン光源からの光を、所定の狭帯域波長成分のみ透過させる狭
帯域透過フィルタを通して前記狭帯域光を生成し、該生成された狭帯域光を出射する内視
鏡装置。
　この内視鏡装置によれば、狭帯域透過フィルタにより任意の狭帯域光を簡単に生成する
ことができる。
【符号の説明】
【００８０】
　１１　内視鏡
　１３　制御装置
　１９　内視鏡挿入部
　２１　撮像素子
　３５　先端部
　４１　光源装置
　４３　プロセッサ
　４５　白色照明用光源（第１の光源部）
　４７　特殊光光源（第２の光源部）
　４９　光源制御部（制御手段）
　５７　蛍光体
　６５　Ａ／Ｄ変換器
　６７　画像処理部（制御手段）
　６９　画像解析部（制御手段）
　７１　光量制御信号生成部（制御手段）
　７３　制御部（制御手段）
　７５　記憶部（制御手段）
　７７　モード変更ボタン
　８１　白色光源
　９１　ＣＭＯＳイメージセンサ
　９３　アンプ
１００　内視鏡装置
１１１，１１７，１１９　光学フィルタ（狭帯域透過フィルタ）
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